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全国各地の魅力的な文化財に携われる  

 学生時代、空き家問題に興味を持ち「既存の建築物を触るならまずは歴史を知らなければ」と思っ

たことがきっかけで建築史の研究室に所属し、民家や社寺建築の実測調査・研究に勤しんでいました。

歴史的建造物に触れ、知れば知るほど積層された人の営みが見えてくることが楽しく、これが仕事と

して出来たらなと考えていた時に知人から紹介されたのが当社でした。 

 入社前のインターンシップでは、代表や各現場の担当者の方々からお話を聞く機会があり、仕事の

面白さや工夫を凝らした点などを教わりました。社内はキャリア採用のプロフェッショナルな社員が

多く、新卒で入社した場合の厳しさも感じましたが、何より全国各地の歴史的建造物に関われる仕事

に魅力を感じ、入社を志望しました。 

 ちなみに私の入社後から社会人研修を受けさせる制度が始まり、また文化財についての社内講習を

開催するなど、社内全体で若手を育てようという意識を感じています。 

 

仕事内容  

 主に近世～近現代の建造物における史資料・実測等の基礎調査や保存活用計画策定、設計監理業務

に携わっています。対象となる建物や業務内容は幅広く、例えば関東近郊の茅葺屋根の修理では、過

去何度かの修理を経た現在の仕様と本来その地域でみられる仕様のバランスをみながら設計を行って

います。また大正期に建てられた混構造の組積造建造物の保存活用計画策定業務では、調査で建物の

用途および仕様の変遷を追い、現況の保存状況や計画を整理し、所有者や有識者とともに今後の活用

計画の整理を行っています。そのほか都内近現代建造物に用いられている工業製品の補強方針の検討

業務では、文化財として修理の過去例がないことから様々な学識者の方々と検討を重ね、今後増えて

いくことが想定される近現代の文化財修理の前例にできるよう慎重に取り組んでいます。PC 作業だ

けではなく、図書館に籠って調べ物をしたり、ヒアリングに出向いたり、作業着で画板やカメラを抱

えて現場を動き回ったりと毎日充実しています。 

どの業務に関わるうえでも、文化財所有者の維持管理上の要望や文化財的価値の向上、施工上の問

題も考慮できるマルチな知識と経験を備えた技術者になれるよう意識し、日々努力しています。 

 また定期的に会社SNSの更新を担当していて、普段なかなか詳細に聞けない他の社員の案件や工夫

点を聞き、それを広く知ってもらいたいという使命感をもって発信しています。 

 

地域性や時代特性を見つける面白さ  

 文化財の設計監理業務は長期間にわたるものが多く、自身が設計に携わった工事の竣工に立ち会え

たことはまだありません。ですが調査の過程でその建造物の特異性に気付いたり、他地域ではみかけ



ない仕様や材料に出会えると胸が躍り、この建造物を後世に残すために頑張ろうと思えます。また建

造物の失われてしまったかつての姿を、調査を進めて明らかにしていく作業は謎解きに似た面白さが

あります。今後の保存活用について重要な決断をされる文化財所有者の力になれるよう、今後は資格

を取得するなど自身のスキルをさらに上げていきたいと思っています。 

 

年々働きやすく変化している職場  

 入社当初は同年代の社員がおらず、またコロナ禍だった

こともあり、集中して作業されている上司に対してちょっ

とした相談をしていいものかわからない状態でした(笑)で

すが次第に同年代の社員が増え、社内制度改革で上司との

コミュニケーションの機会も増えたことで大きく改善した

ように思います。近しい趣味の社員が多くいる印象で、出

張先の興味深い文化財情報やグルメ情報で盛り上がった

り、一緒に登山や釣りをしにいく社員もいるようです。 

また子育て中の社員のほか、体調や家庭の事情等で様々

な働き方をされている方々がいることから、今後自分のライフスタイルが変化してもひとまず上司に

相談してみよう、と思える環境だと思います。 

 

休暇取得の自由度は高め  

 忙しい場合は残業や休日出勤もしますが、基本的にはカレン

ダー通りで働いており、仕事終わりに習い事にいく日もありま

す。また夏季休暇は好きな時期に取得できるため、閑散期を狙

って建築巡りの旅行に行くことが多いです。業務の調整さえで

きていれば、有給休暇も好きなタイミングで取得できます。 

 

 

 

 

“知る”楽しさ  

 当社の業務は全国各地の伝統工法等の知識の集積に加え、最新の修理方法や活用事例の情報収集な

ど常に学び続けていく必要があり、文化を守り未来へ残していくという強い信念が求められる業種で

はないかと思っています。私自身は趣味と仕事が一致した稀な例だと思いますが、同じように歴史あ

る建造物や史跡に惹かれ、未来へ続く仕事に興味のある方には最適な会社ではないでしょうか。 

 

 

夏季休暇を使って見に行った 
唐古・鍵遺跡の復元建物（奈良県） 

趣味のまちあるきに参加 


